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４月開始以降の住民からの問い合わせ、要望内容
以下のとおり住民からの問い合わせ及び要望がありました。

◎問合せ

・資源用袋にプラスチックしか入れていないのに、違反シールが貼られて、収集されてい

ない。

対応…電話で何が入っているか確認する。又は直接現地に行き、資源用袋の中身を確認

する。大抵の場合、中にプラスチック以外の素材が混入していたり、汚れたもの

がそのまま入っていた。（洗濯バサミ、調味料のパックなど）まれに収集業者の

見間違いもあった。

・不燃ごみが回収されない。

対応…不燃ごみは４月以降毎月第３水又は木曜日のみになったことを説明した。
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◎要望

・袋が小さい、破れやすい。

対応…袋を大きくすると５０センチを超えるものをそのまま排出される可能性が高くなる。

袋を厚くすると中間処理時の袋の破袋できれいに破袋されない可能性がある。袋のサ

イズや厚みなど、どのような仕様であれば処理が確実かつ効率的に行えるのか、現在、

搬入業者と検討中。
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ベール品質調査（第１回調査）の結果

町ではプラスチック資源のリサイクルをプラスチック資源循環促進法第３２条に基づき公益

財団法人日本容器包装リサイクル協会に委託している。協会はリサイクル物の品質改善を目的に、
年２回ベール品質調査を行っている。

第１回のベール品質調査は令和７年７月に町のプラスチック資源を実際にリサイクルしている
㈱富山環境整備（富山県富山市）であった。品質調査結果は次のとおりであった。

１ 調査方法

町が排出した２個のベール（プラスチック資源を約１ｍ四方の立方体に固めたもの）からそれ
ぞれ約３０㎏、計約６０㎏を検査した。

調査は３つの項目①袋破袋度、②適合分別収集物の比率評価、③禁句品の有無評価を判定する。
最高Ａ、Ｂ、最低Ｄランクがあり、Ｄランクの場合再検査となる。
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ベール
ベールから60㎏分
を取り出したもの



２ 結果

①袋破袋度

評価方法…未破袋の袋混入率（個/㎏）

0.2未満＝Ａランク、0.2以上0.4未満＝Ｂランク、0.4以上＝Ｄランク

未破袋袋数…２つ 2個/60.48㎏≒0.033

結果 Ａランク

１つ（写真左側）は袋の口が縛ってあり、中身が目視

できないため。もう１つ（写真右側）は袋は開いてい

るが中身が一目で分からないため。
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②適合分別収集物の比率評価

評価方法…収集物全体６０．４８㎏中の異物を除いた適合分別収集物の比率（％）

90以上＝Ａランク、85以上90未満＝Ｂランク、85未満＝Ｄランク

適合分別収集物比率…９８．０８％ （60.48㎏―異物1.16㎏）/60.48≒0.9808

結果 Ａランク

・異物写真

1辺が50cm以上の製品プラ 汚れの付着している容リプラ 汚れの付着している製品プラ ペットボトル
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他素材の容器包装 リサイクルの品質を低下さ
せるもの
・メラミン製食器
・自転車のサドルカバー

リサイクル設備を損傷する
おそれのあるもの
・硬質プラ製棒（一部アル
ミ）
厚み8mm

その他

③禁句品の有無
評価方法…㋐リチウムイオン蓄電池及びリチウムイオン電池を使用した製品、㋑㋐

以外の火災のおそれのあるもの、㋒医療系廃棄物、㋓刃物等
無し＝Ａランク、有り＝Ｄランク
結果 無し＝Ａランク
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３つの評価全てAランクで合格となった。

容リプラと製品プラの比率は８７．９６％：１２．０４％であった。

３ 課題

検査結果は全てAランク合格で、ほぼ適切に分別されていたが、一部異物が混入しており、

それらについて、どうすれば適切に分別してもらえるのか、検討が必要である。また、今回は

混入がなかった禁句品、特にリチウムイオン電池については、町内の家電量販店でも一部のも

のしか収集ができず、町の分別収集ルートの確保もできていないため、早急に収集できる体制

を整える必要がある。メディアにも多く取り沙汰されており、町にも毎日のように問い合わせ

がある。
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住民が安心して排出できるルートを確立するため、
現在、収集運搬業者及び処理業者と調整を進めてい
る。


